
１　財政状況【貸借対照表より】 （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部 純 資 産 の 部

２　経営状況【損益計算書より】 （単位：千円）

《経常費用の内訳》 （単位：千円）

教育経費
研究経費

教育研究支援経費

受託研究費

受託事業費

人件費

一般管理費
財務費用

雑損失

一般管理費 or 財務費用

【主な増減要因等（前年度H27との比較）】
＜経常費用＞ 全体的に，減価償却費がH27年度に償却完了したものにより減少している

電気料，ガス料の単価が下落したことにより，光熱費が減少している
　○研究経費・・・研究目的補助金の受入額の減少 ○教育研究支援経費・・・図書館改修に係る経費の増加
　○受託研究費・・受託研究費・共同研究費の増加 ○人件費・・・・退職給付費用の増加

＜経常収益＞

※端数処理のため，合計が一致しない場合があります。

平成２８事業年度決算について

区　分
固定資産 固定負債

資 本 金
流動資産 流動負債

1,940,291 1,851,289

18,443,902
2,233,116 2,136,362

２７年度
[B]

23,140,327 5,964,910 17,175,417
21,200,036 4,113,620

18,443,902

２８年度
[A]

23,051,991 6,008,362 17,043,629
20,818,875 3,872,001

1,799,087

増　減
[A]-[B]

△ 88,336 43,452 △ 131,788
△381,161 △241,619

0
292,825 285,073

２６年度
[参考]

23,861,681 6,415,281 17,446,400
22,141,782 4,616,194

18,443,902
1,719,899

【主な増減要因等（前年度H27との比較）】

＜資産の部＞　 減価償却による資産の残存価額の減少，グローバル宿舎に係る資産の増加，教務情報システムの更新に係る資
産の増加，寄附金の増加及び受託研究費等の翌年度繰越額増加による現金預金の増加

＜負債の部＞   減価償却による資産見返負債の減少，グローバル宿舎に係るPFI債務の計上，教務情報システムの更新に係る
リース債務の増加，受託研究費等の翌年度繰越額増加による前受受託研究費等の増加及び寄附金の増加による寄附金債務の増加

区　分 経　常　費　用 経　常　収　益
当 期 総 利 益
（ 当 期 総 損 失 ） 目的積立金

２８年度
[C]

7,752,247 7,881,387 208,985
208,985

２７年度
[D]

7,627,952 7,846,312 224,460
193,600

２６年度
[参考]

7,596,486 7,794,233 197,747
106,238

増　減
[C]-[D]

124,295 35,075 △ 15,475
15,385

目的別分類
２８年度 ２７年度 増　減

金額 [E] 比率(%) 金額 [F] 比率(%) 金額 [E]-[F]

1,129,563 15.20 1,167,075 16.05  △ 37,512
1,145,672 15.41 1,231,464 16.94  △ 85,792

362,360 4.87 217,770 2.99 144,590

726,644 9.78 644,839 8.87 81,805

(内訳)業務費　合計 7,433,563 100.00 7,270,693 100.00 162,870

35,520 0.48 28,025 0.39 7,495
4,033,804 54.26 3,981,520 54.76 52,284

316,524 4.26 355,027 4.88  △ 38,503
2,161 0.03 2,202 0.03  △ 41

124,295

一般管理費，財務費用における”比率（％）”は，業務費に対する比率を表示
  業務費

　○受託研究費等の受入額の増加，補助金受入額の減少

0 0.00 30 0.00  △ 30

経常費用　合計 7,752,247 7,627,952


